
問中央図書館　℡ 24-1507

◆こども図書館本の森
５日土　 おはなし玉手箱（午前10時～）
10日木　ひよこのおはなしかい（午前10時30分~）
19日土　むかしむかしのおはなし会（午前10時~）
◆郷の本棚やさと図書館
12日土　おはなしフレンズ（午後14時 30分~）
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今
年
、
２
０
２
５
年
は
昭
和
１
０
０
年
に
あ
た

り
ま
す
。
戦
争
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
通
り
激
動
の

時
代
だ
っ
た
昭
和
に
、
石
岡
市
域
で
も
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
石
岡
の
昭
和
は
農
地
開
拓

と
と
も
に
始
ま
り
ま
す
。
当
時
の
日
本
は
米
価
格

の
急
騰
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
食
糧
増
産

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
始
ま
る
の
が

霞
ヶ
浦
最
初
の
干
拓
事
業
で
あ
る「
八
木
の
干
拓
」

で
す
。
旧
高
浜
町
で
醤
油
醸
造
業
な
ど
を
営
ん
だ

商
人
「
羽
成
卯
兵
衛
（
は
な
り
う
へ
え
）」
を
中

心
人
物
の
一
人
と
し
て
、
旧
関
川
村
八
木
地
区
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
八
木
の
干
拓
は
大
正
９
年
に
埋

立
免
許
を
取
得
し
、
昭
和
３
年
に
一
応
の
完
成
を

み
ま
す
が
、
霞
ヶ
浦
最
初
の
干
拓
事
業
の
た
め
、

そ
の
工
事
に
は
様
々
な
困
難
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
湖
底
の
泥
土
は
予
想
外
に
深
く
、
堤
防
の
芯

と
し
て
打
ち
込
ん
だ
杭
は
抜
け
て
し
ま
い
、
盛
土

の
固
定
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ガ
ソ

リ
ン
機
関
車
を
導
入
す
る
な
ど
の
工
夫
で
乗
り
越

え
て
い
き
ま
す
が
、
完
成
後
も
堤
防
の
決
壊
な
ど

苦
難
は
続
き
ま
し
た
。
そ
の
難
工
事
の
様
子
は
羽

成
卯
兵
衛
が
残
し
た
事
業
日
誌
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
て
、
八
木
の
干
拓
事
業
な

ど
石
岡
の
昭
和
史
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
41
回
企
画
展
「
昭
和
百
年
」

期
間
／
７
月
９
日
水
〜
10
月
５
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

休
館
日
／　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

八木の干拓を望む　北西から撮影
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　「霞ヶ浦最初の開拓事業」
問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1455）

【７月の休館日】
7 日月・14日月・21日月　・22日火・28 日月・
31日木
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

貸出対象：市内在住の小・中学生
貸出冊数：１人１冊まで　
               ※対象学年の子のカードで貸出
貸出期間：１週間（延長不可）
対象コンクール：第 71回青少年読書感想文全国コ
ンクール、第 53回茨城新聞小学生読書感想文コ
ンクール 
設置場所：こども図書館本の森、郷の本棚やさと図
書館

★キラキラ偏光板万華鏡を作ろう★
日時：７月 13日日　
　　　１回目　午後１時～２時
　　　２回目　午後３時～４時
場所：中央図書館３階会議室
対象：小学生　各回 15名
講師：井戸賀　和美氏
申込：７月１日火午前９時
　　　　　　　　～ 12日土午後５時
中央図書館へ電話または電子申請にて（先着順）
※参加無料

７月のイベント宿題応援！7月から課題図書等コーナーを設置

祝
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風
光
り
曽
孫
の
語
呂
が
あ
ふ
れ
け
り

耐
へ
に
耐
へ
き
牡
丹
三
日
で
崩
れ
け
り

投
稿
作
品

お
じ
ん
集
ま
り　
初
恋
談
義　
春
は
ほ
の
ぼ
の　
喫
茶
店

見
上
げ
大
空　
羽
ば
た
く
鳥
が　
恋
を
さ
え
ず
る　
五
月
晴

恋
の
誘
い
に
ゃ　
炬こ

た
つ燵

を
抜
け
て　
そ
っ
と
出
て
行
く　
浮
か
れ
猫

田
植
え
終
わ
っ
て　
田
の
神
様
に　
頭
下
げ
て
る　
耕
運
機

耳
に
花
び
ら　
ち
ょ
こ
ん
と
の
せ
て　
猫
も
花
見
を　
終
え
る
春

食
事
す
る
の
も　
テ
レ
ビ
も
一
緒　
心
和
ま
す　
う
ち
の
猫

さ
つ
き
美
し　
故ふ

る
さ
と郷

生
家　
恋
し
家
族
を　
思
い
出
す

春
に
な
っ
て
も　
退
院
し
な
い　
主
あ
る
じ
恋
し
と　
犬
が
鳴
く

石
岡
俚
謡
会

初
恋
は
忘
れ
な
い
け
ど
名
が
出
な
い

大
丈
夫
い
つ
も
私
が
主
人
公

な
に
睨
む
こ
の
世
の
不
安
眉
間
皺

歌
に
酔
う
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
美
酒
に
酔
う

い
し
お
か
川
柳
会

山
畑
や
夏
う
ぐ
ひ
す
の
日
も
す
が
ら

滝
の
音
や
草
踊
ら
せ
て
水
し
ぶ
き

老
鴬
や
農
に
精
出
す
老
農
夫

平
凡
な
暮
し
明
る
く
茄
子
の
花

や
さ
と
俳
句
会

孫
の
吹
く
蒲
公
英
綿
毛
幸
を
呼
ぶ

薫
風
や
心
美
人
で
生
き
通
す

ど
の
子
と
て
兵
士
と
な
ら
ず
子
供
の
日

五
月
晴
れ
自
立
し
た
子
の
里
帰
り

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

大
場　
和
子　
（
国
府
）

土
井　
湧
輔
（
府
中
）

助
川　
浩
史
（
府
中
）

前
島　
く
に
子　
（
貝
地
）

篠
原　
美
千
代
（
国
府
）

石
塚　
芳
華
（
石
岡
）

小
川
野　
蛙
（
府
中
）

見
明　
節
子
（
若
宮
）

秋
野　
も
み
じ
（
南
台
）

暁　
夢
華　
（
総
社
）

金
本　
優
（
東
成
井
）

岡
野　
は
つ
子
（
小
幡
）

大
橋　
初
枝
（
小
幡
）

石
塚　
芳
華
（
石
岡
）

石
田　
誠
一
郎
（
瓦
谷
）

松
﨑　
淑
子
（
細
谷
）

萩
原　
清
（
宇
治
会
）

石
田　
清
美
（
瓦
谷
）

四
日
市　
ゆ
み
子
（
旭
台
）

山
口　
美
津
子　
（
総
社
）

前
川　
豊
美
（
石
岡
）

菅
野　
憲
枝　
（
南
台
）

第 56回

「石岡俚謡会」

国分寺の歌碑

俚謡（都々逸）は７・７・７・５の 26 文字の短詩形文芸です。常陸太田市で生まれ、江戸
へ出て三味線を弾き美声で都々逸節を広め、寄席芸人として大ブレークした都々一坊扇歌は、
幕府を批判して江戸追放に。石岡に嫁いだ姉を頼り、石岡で終焉しました。お墓は国分寺にあ
ります。

国分寺の歌碑
「たんと売れても売れない日でも　同じ機嫌の風車」 

風土記の丘の歌碑
「今日の旅 花か紅葉か知らないけれど風に吹かれて
ゆくわいな」 

頭の体操にいかが。

問石岡俚謡会 ［助川］
 　℡ 090-4391-5434

風土記の丘の歌碑


